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読
書
案
内

　

本
書
の
原
題
は
、P

lagues and P
eoples, A

nchor Press, first published 1976

で
、
最
初
の
翻
訳
は
一
九
八
五
年
に
新
潮
社
か
ら
刊
行
さ

れ
た
が
、
上
下
二
巻
に
分
け
、
原
著
に
新
た
に
付
け
加
え
ら
れ
た
「
序
」
を
く
わ
え
て
文
庫
（
上
下
巻
）
に
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
著
者
ウ
ィ
リ
ア
ム･

ハ
ー
デ
ィ
・
マ
ク
ニ
ー
ル
（W

illiam
 H

ardy M
cN

eill

）
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
一
九
一
七
年
に

カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
生
ま
れ
、
シ
カ
ゴ
大
学
で
一
九
三
八
年
に
学
士
号
、
一
九
三
九
年
に
修
士
号
を
取
得
し
、
一
九
四
七
年
に
コ
ー

ネ
ル
大
学
で
博
士
号
を
取
得
し
て
い
る
。
一
九
八
七
年
に
シ
カ
ゴ
大
学
を
退
職
す
る
ま
で
、
四
〇
年
間
に
わ
た
っ
て
同
大
学
歴
史
学
教
授
と

し
て
教
壇
に
立
ち
、
一
九
八
五
年
に
はA

m
erican H

istorical A
ssociation

の
会
長
を
つ
と
め
た
。
執
筆
活
動
も
旺
盛
で
、
二
〇
冊
以
上
も

の
単
著
が
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
『
戦
争
の
歴
史
』
な
ど
既
に
邦
訳
さ
れ
て
い
る
も
の
も
何
冊
か
あ
る
。
一
九
九
六
年
に
は
エ
ラ
ス
ム
ス
賞

を
授
与
さ
れ
、
か
の
ア
ー
ノ
ル
ド･

ト
イ
ン
ビ
ー
以
来
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
歴
史
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハ
ー
デ
ィ
・
マ
ク
ニ
ー
ル　

佐
々
木
昭
夫
訳
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疫
病
の
流
行
は
、
と
き
に
歴
史
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
、
文
明
の
興
亡
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
中
世
末
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を

襲
っ
た
ペ
ス
ト
、
い
わ
ゆ
る
「
黒ブ
ラ
ッ
ク
・
デ
ス

死
病
」
は
、
そ
の
好
例
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
よ
う
。
本
書
『
疫
病
と
世
界
史
』
は
歴
史
の
裏
側

に
潜
む
疫
病
に
焦
点
を
あ
て
、
人
類
の
歴
史
を
見
直
し
た
、
す
こ
ぶ
る
刺
激
的
な
著
作
で
あ
る
。
今
で
こ
そ
、
病
の
歴
史
は
さ
ほ
ど
珍
し
く

な
い
が
、
本
書
は
歴
史
家
を
し
て
病
の
歴
史
へ
と
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
、
画
期
的
な
著
作
で
あ
る
と
目
さ
れ
て
い
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・･

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

著
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
本
書
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
様
々
に
変
化
す
る
病
気
の
伝で
ん
ぱ播

の
あ
り
よ
う
が
、
い
か
に
古
代
か
ら
現
代
ま

で
一
貫
し
て
人
間
世
界
の
出
来
事
に
大
き
く
影
響
し
続
け
て
き
た
か
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
感
染
症
の
歴
史
を
歴
史
学
的
説
明
の
場
に
引

き
入
れ
よ
う
」（
上
巻
、
二
九
～
三
〇
頁
）
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
ペ
ス
ト
や
天
然
痘
あ
る
い
は
コ
レ
ラ
と
い
っ
た
疫
病
が
、
い
つ
、
ど
こ

で
発
生
し
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
伝
播
し
て
い
っ
た
か
、
そ
れ
に
対
し
て
人
や
社
会
は
ど
う
対
応
し
て
き
た
か
。
ひ
と
く
ち
に
言
え
ば
、
疫

病
が
人
間
の
歴
史
形
成
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の
具
体
的
諸
相
を
描
い
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

　

卑
近
な
例
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
通
常
、
わ
れ
わ
れ
は
歴
史
の
授
業
に
お
い
て
、
メ
キ
シ
コ
の
ア
ス
テ
カ
帝
国
を
滅
ぼ
し
た
の
は
コ
ル
テ
ス

で
あ
り
、
南
米
の
イ
ン
カ
帝
国
を
滅
ぼ
し
た
の
は
ピ
サ
ロ
で
あ
る
と
習
う
。
両
者
は
い
ず
れ
も
ス
ペ
イ
ン
人
で
、
い
わ
ゆ
る
「
征
服
者
た
ち
」

（
コ
ン
キ
ス
タ
ド
ー
レ
ス
）
の
典
型
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、こ
こ
で
ふ
と
疑
問
に
思
う
。
わ
ず
か
数
百
名
ほ
ど
の
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
っ
て
、

何
ゆ
え
に
何
百
万
も
の
人
口
を
擁
す
る
帝
国
が
滅
ぼ
さ
れ
た
の
か
、
と
。
通
説
に
い
う
馬
や
火
器
の
威
力
に
は
限
界
が
あ
ろ
う
。
で
は
、
帝

国
滅
亡
の
決
定
的
な
要
因
は
何
か
。
マ
ク
ニ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
が
疫
病
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

具
体
的
に
い
え
ば
、
天
然
痘
が
蔓
延
し
な
け
れ
ば
、
コ
ル
テ
ス
の
勝
利
も
、
ピ
サ
ロ
の
勝
利
も
あ
り
え
な
か
っ
た
。
天
然
痘
が
イ
ス
パ
ニ

ョ
ー
ラ
島
に
到
着
し
、
先イ
ン
デ
ィ
オ

住
民
に
襲
い
か
か
っ
た
の
は
、
一
五
一
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
悪
疫
は
メ
キ
シ
コ
に
上
陸
し
、
ア

ス
テ
カ
帝
国
の
首
都
テ
ィ
ノ
チ
テ
ィ
ト
ラ
ン
で
突
発
す
る
。
天
然
痘
は
、
決
し
て
ア
ス
テ
カ
帝
国
領
内
で
の
み
猛
威
を
振
る
っ
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
一
五
二
〇
年
に
は
グ
ア
テ
マ
ラ
に
広
が
り
、
さ
ら
に
南
下
を
続
け
て
、
一
五
二
五
年
か
二
六
年
に
は
イ
ン
カ
帝
国
領
内
に
侵
入
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し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
著
者
マ
ク
ニ
ー
ル
は
天
然
痘
の
侵
入
経
路
や
蔓
延
の
経
緯
を
克
明
に
た
ど
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
疫
病
は
人
為
的
な
国

境
を
越
え
る
。
ピ
サ
ロ
が
イ
ン
カ
の
首
都
ク
ス
コ
に
到
着
し
た
と
き
に
は
、
ま
と
も
な
軍
事
的
抵
抗
に
は
ろ
く
に
遭
遇
し
な
か
っ
た
と
い
う

指
摘
は
、
な
に
や
ら
意
味
あ
り
げ
で
あ
る
。

　

疫
病
が
イ
ン
デ
ィ
オ
に
対
し
て
与
え
た
心
理
的
影
響
も
見
の
が
せ
な
い
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
悪
疫
を
神
の
怒
り
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
と
す

る
点
で
、
換
言
す
れ
ば
、
疫
病
は
神
罰
で
あ
る
と
す
る
点
で
、
イ
ン
デ
ィ
オ
も
ス
ペ
イ
ン
人
も
共
通
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
侵
略
者
の
ス

ペ
イ
ン
人
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
に
猛
威
を
ふ
る
っ
た
恐
る
べ
き
疫
病
の
影
響
を
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
受
け
な
か
っ
た
。
天
然
痘
が
突
発
し

た
と
い
う
事
実
は
、
イ
ン
デ
ィ
オ
た
ち
か
ら
み
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
人
を
襲
撃
し
た
自
分
た
ち
自
身
へ
の
神
罰
と
受
け
と
め
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。「
神
は
白
人
に
は
恩
寵
を
垂
れ
給
い
、
一
方
、
神
の
怒
り
は
ひ
た
す
ら
イ
ン
デ
ィ
オ
に
の
み
向
け
ら
れ
た
」（
下
巻
、
九
四
頁
）
の
で
あ

る
。

　

疫
病
に
対
す
る
免
疫
を
獲
得
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
人
は
平
気
で
い
る
一
方
、
免
疫
の
な
い
イ
ン
デ
ィ
オ
た
ち
は
、
な
す
す
べ
が
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
イ
ン
デ
ィ
オ
た
ち
は
み
な
気
力
を
沮
喪
さ
せ
ら
れ
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
優
越
性
を
黙
認
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
か
く
し
て
、

イ
ン
デ
ィ
オ
は
文
化
的
・
宗
教
的
に
も
ス
ペ
イ
ン
人
の
支
配
に
屈
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
著
者
は
説
く
。
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
る
征
服
は
、
決

し
て
武
力
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
疫
病
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
文
化
的
領
域
に
ま
で
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・･

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

次
に
、
ペ
ス
ト
に
話
題
を
移
そ
う
。
ペ
ス
ト
は
ペ
ス
ト
菌
、
ノ
ミ
、
ネ
ズ
ミ
、
人
間
と
い
う
四
つ
の
生
物
体
が
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
発
生

す
る
。
こ
の
疫
病
は
有
史
以
来
、
世
界
各
地
で
何
度
か
流
行
し
た
が
、
と
り
わ
け
一
四
世
紀
半
ば
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
ペ
ス
ト
に
よ
る

被
害
は
甚
大
で
あ
り
、「
黒ブ
ラ
ッ
ク
・
デ
ス

死
病
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。

　

マ
ク
ニ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
ペ
ス
ト
の
本
拠
地
の
ひ
と
つ
は
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、
中
国
が
境
を
接
す
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
麓
で
、
そ
こ
か
ら
ユ
ー
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ラ
シ
ア
の
広
大
な
大
草
原
に
広
が
っ
た
。
著
者
は
ペ
ス
ト
流
行
の
前
提
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
に
よ
る
征
服
活
動
な
ら
び
に
東
西
交
通
の

発
展
を
指
摘
し
、
興
味
深
い
叙
述
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

モ
ン
ゴ
ル
軍
は
、
一
二
五
二
年
に
初
め
て
中
国
南
部
の
雲
南
省
と
ビ
ル
マ
に
侵
入
す
る
が
、
そ
こ
は
古
来
ペ
ス
ト
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

侵
入
し
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
、
感
染
し
た
ノ
ミ
と
と
も
に
ペ
ス
ト
菌
を
故
郷
の
中
央
ア
ジ
ア
に
持
ち
帰
っ
た
。
か
く
し
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
草

原
地
帯
に
生
息
す
る
齧
歯
類
が
ペ
ス
ト
菌
を
宿
す
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
ペ
ス
ト
は
中
央
ア
ジ
ア
を
起
点
と
し
て
、
一
三
三
一
年
以
降
中

国
へ
伝
播
し
、
さ
ら
に
黒
海
地
域
を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
波
及
し
て
い
っ
た
。

　

ペ
ス
ト
の
格
好
の
通
り
道
に
な
っ
た
の
が
、
広
大
な
地
域
に
点
在
し
て
い
た
隊
商
基
地
で
あ
っ
た
。
隊
商
の
宿
泊
所
に
は
多
く
の
旅
人
や

ラ
ク
ダ
に
食
わ
せ
る
た
め
に
、
相
当
量
の
食
糧
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
目
あ
て
に
ネ
ズ
ミ
も
集
ま
る
が
、
ネ
ズ
ミ
に
た
か
る
ノ
ミ
も

数
知
れ
な
い
。
ま
こ
と
に
、
隊
商
基
地
は
ペ
ス
ト
の
温
床
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

　

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
草
原
地
帯
か
ら
や
っ
て
き
た
ペ
ス
ト
菌
は
隊
商
路
を
旅
し
、
一
三
四
七
年
に
ク
リ
ミ
ア
半
島
に
到
達
す
る
。
だ
が
、

ペ
ス
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
猛
烈
な
破
壊
力
を
発
揮
す
る
に
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
二
つ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
と
著
者
は
い
う
。
ひ
と
つ
は
、
ノ
ミ
を
宿
し
て
い
る
ク
マ
ネ
ズ
ミ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
地
中

海
世
界
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
と
を
結
び
つ
け
る
船
舶
の
航
路
網
、
換
言
す
れ
ば
、
交
易
網
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、

ペ
ス
ト
菌
に
感
染
し
て
い
る
ネ
ズ
ミ
と
ノ
ミ
を
あ
ら
ゆ
る
港
に
運
ぶ
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
否
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部
へ
の

分
布
自
体
、
地
中
海
と
北
方
諸
港
を
結
び
つ
け
る
航
路
網
の
お
か
げ
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
周
知
の
よ
う
に
、
黒
死
病
が
発
生
し
た
と
き
に
は
、
ス
ケ
イ
プ
ゴ
ー
ト
と
し
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
虐
殺
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
著

者
は
、
こ
の
と
き
の
ド
イ
ツ
系
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
攻
撃
は
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
の
中
心
地
の
東
方
へ
の
漸
進
を
加
速
さ
せ
、
結
果
と
し
て
東
欧
ユ
ダ

ヤ
人
社
会
の
発
展
を
も
た
ら
し
た
と
い
う
。
な
る
ほ
ど
、
マ
ク
ニ
ー
ル
流
に
い
え
ば
、
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
社
会
の
発
展
も
、
黒
死
病
に
因
る
と

こ
ろ
大
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
マ
ル
セ
イ
ユ
・
ペ
ス
ト
（
一
七
二
〇
～
二
二
年
）
を
最
後
に
、
ペ
ス
ト
は
姿
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を
消
す
。
こ
の
と
き
の
ペ
ス
ト
を
契
機
に
、『
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
』
の
作
者
と
し
て
有
名
な
ダ
ニ
エ
ル
・
デ
フ
ォ
ー
は
『
疫
病
流

行
記
』（
一
七
二
二
）
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
デ
フ
ォ
ー
は
こ
の
本
の
執
筆
に
際
し
て
、
当
時
の

史
料
に
あ
た
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
歴
史
学
の
分
野
で
は
、
病
の
社
会
史
の
先
駆
者
と
し
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
注
目
す
べ
き
は
、
地
中
海
世
界
の
諸
民
族
に
と
っ
て
六
～
七
世
紀
の
ペ
ス
ト
が
も
つ
意
味
は
、
周
知
の
一
四
世
紀
の

黒
死
病
と
ま
っ
た
く
等
し
か
っ
た
と
い
う
著
者
の
指
摘
で
あ
る
。
広
い
視
野
に
立
っ
て
み
れ
ば
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
代
表
す
る
中
心
地

と
し
て
の
地
位
が
地
中
海
世
界
か
ら
次
第
に
失
わ
れ
、
も
っ
と
北
の
諸
地
方
の
重
要
性
が
は
っ
き
り
増
大
し
て
い
っ
た
と
い
う
転
換
に
は
、

長
い
間
繰
り
返
さ
れ
た
ペ
ス
ト
の
流
行
が
果
た
し
た
役
割
が
非
常
に
大
き
い
」（
下
巻
、
二
〇
九
頁
）。
地
中
海
世
界
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
北
部

へ
と
い
う
、
文
明
の
中
心
の
移
動
に
ペ
ス
ト
の
流
行
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
マ
ク
ニ
ー
ル
は
み
る
。
こ
う
し
た
大
局
的
な
見
地
に
立
っ

た
文
明
観
も
興
味
深
い
。
筆
者
は
こ
の
く
だ
り
を
読
み
な
が
ら
、
な
ぜ
か
ピ
レ
ン
ヌ
・
テ
ー
ゼ
を
思
い
浮
か
べ
た
。

　

世
界
史
的
に
み
る
と
、
ペ
ス
ト
は
一
九
世
紀
に
も
猛
威
を
振
る
っ
た
。
一
八
九
四
年
、
広
州
と
香
港
で
爆
発
的
な
感
染
を
み
た
ペ
ス
ト
は
、

両
港
湾
都
市
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
居
留
地
を
も
恐
怖
に
陥
れ
た
。
と
同
時
に
、
伝
染
の
謎
解
き
が
は
じ
ま
り
、
二
人
の
細
菌
学
者
が
ペ
ス
ト
菌

を
発
見
す
る
こ
と
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
イ
ェ
ル
サ
ン
と
北
里
柴
三
郎
で
あ
る
。
北
里
は
一
八
九
四
年
に
香
港
に
赴

き
、
ペ
ス
ト
菌
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
ペ
ス
ト
は
台
湾
、
日
本
、
ハ
ワ
イ
、
北
ア
メ
リ
カ
へ
と
東
進
し
、
東
南
ア
ジ
ア
を

経
て
イ
ン
ド
、
ア
フ
リ
カ
に
も
波
及
し
て
い
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
、
一
八
七
〇
年
代
に
な
っ
て
急
速
に
発
達
し
た
汽
船
の
航
路
網
が
あ
っ

た
。
著
者
は
、
汽
船
が
地
球
全
体
に
ペ
ス
ト
を
ま
き
散
ら
す
格
好
の
伝
達
手
段
に
な
っ
た
と
い
う
。
帆
船
か
ら
汽
船
へ
の
転
換
は
、
他
方
で

ペ
ス
ト
の
伝
播
に
一
役
買
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・･

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

ペ
ス
ト
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
九
世
紀
を
代
表
す
る
最
も
衝
撃
的
な
疫
病
は
コ
レ
ラ
で
あ
っ
た
。
コ
レ
ラ
は
大
昔
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
地
方

（
イ
ン
ダ
ス
河
下
流
）
に
風
土
病
と
し
て
根
づ
い
て
い
た
。
こ
の
疫
病
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
注
意
を
引
い
た
の
は
、
一
八
一
七
年
に
カ
ル
カ
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ッ
タ
と
そ
の
周
辺
地
域
に
発
生
し
、
猖
獗
を
極
め
た
と
き
で
あ
っ
た
。

　

流
行
は
陸
路
と
海
路
の
二
つ
の
道
筋
を
と
っ
た
。
陸
路
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
八
一
六
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て
、
イ
ン
ド
北
部
国
境
地

帯
で
軍
事
活
動
を
行
っ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
軍
が
敵
の
ネ
パ
ー
ル
人
と
ア
フ
ガ
ン
人
に
感
染
さ
せ
た
。
海
路
に
よ
る
伝
播
は
そ
れ
よ
り
も
は
る

か
に
劇
的
で
、
範
囲
も
大
き
か
っ
た
。
一
八
二
〇
年
か
ら
二
二
年
の
間
に
、
コ
レ
ラ
は
海
路
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、

中
国
、
日
本
に
伝
播
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
、
ア
フ
リ
カ
東
海
岸
を
漸
次
南
下
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
ペ
ル
シ
ア
湾
に
も
浸
入
し
、

イ
ラ
ン
、
シ
リ
ア
、
ア
ナ
ト
リ
ア
、
カ
ス
ピ
海
沿
岸
を
侵
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
と
き
の
コ
レ
ラ
は
、
一
八
三
〇
年
代
の
コ
レ
ラ
大
流
行
の
前
触
れ
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
一
八
二
六
年
、
ベ
ン
ガ
ル
地
方
を

震
源
地
と
し
た
コ
レ
ラ
は
、
今
度
は
地
球
全
体
に
波
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の
巡
礼
路
に
加
え
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
巡

礼
路
も
コ
レ
ラ
伝
播
の
ル
ー
ト
と
な
っ
た
。
一
八
三
一
年
に
は
コ
レ
ラ
は
メ
ッ
カ
に
定
着
し
た
。

　

一
方
、
イ
ン
ド
か
ら
南
ロ
シ
ア
に
入
っ
て
い
た
コ
レ
ラ
は
、
一
八
三
一
年
に
は
バ
ル
ト
海
に
ま
で
到
達
し
、
そ
こ
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
伝
播

し
た
。
翌
三
二
年
に
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
侵
入
し
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
人
の
移
住
者
が
カ
ナ
ダ
に
コ
レ
ラ
を
持
ち
込
み
、
さ
ら
に
南
下
し
て
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
（
一
八
三
二
年
）、
メ
キ
シ
コ
（
一
八
三
三
年
）
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。
一
九
世
紀
半
ば
以
降
、
蒸
気
船
と
鉄
道
の
速
度

が
増
す
に
つ
れ
て
、
コ
レ
ラ
は
従
来
に
も
ま
し
て
迅
速
に
、
か
つ
地
球
的
規
模
で
拡
散
し
て
い
っ
た
。
コ
レ
ラ
に
か
か
っ
た
者
は
短
時
間
の

う
ち
に
死
亡
す
る
（
数
時
間
以
内
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
）。
コ
レ
ラ
の
真
の
脅
威
は
、
感
染
か
ら
死
亡
に
至
る
ま
で
の
迅
速
さ
に
あ
っ
た
。

　

一
九
世
紀
に
蔓
延
し
た
コ
レ
ラ
を
契
機
に
、
都
市
の
環
境
衛
生
、
保
健
行
政
、
飲
料
水
等
を
改
善
し
よ
う
と
い
う
改
革
運
動
が
推
進
さ
れ

て
い
っ
た
。
一
八
五
三
〜
五
四
年
に
か
け
て
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
コ
レ
ラ
に
よ
り
一
万
人
以
上
も
の
市
民
が
亡
く
な
っ
た
。
一
八
五
六
年
に
新

設
さ
れ
た
首
都
土
木
庁
の
主
任
技
師
ジ
ョ
ゼ
フ
・
バ
ザ
ル
ゲ
ッ
ト
は
、
一
八
五
九
年
に
テ
ム
ズ
両
岸
地
域
に
お
け
る
下
水
道
建
設
に
着
手
す

る
が
、
そ
の
完
成
に
よ
っ
て
コ
レ
ラ
の
発
生
は
激
減
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

他
方
で
コ
レ
ラ
は
医
学
的
に
も
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
た
。
感
染
説
（
接
触
伝
染
説
）
の
立
場
か
ら
、
人
間
の
あ
い
だ
の
接
触
を
重
視
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し
、
隔
離
検
疫
の
有
効
性
を
信
じ
て
い
た
医
師
や
役
人
は
概
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
な
か
で
も
地
中
海
地
方
に
多
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
北
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
悪
臭
を
発
す
る
塵
芥
や
汚
物
か
立
ち
昇
る
瘴
気
こ
そ
が
病
気
の
原
因
で
あ
る
と
す
る
、
い
わ

ゆ
る
瘴
気
説
（
非
接
触
伝
染
説
）
を
と
る
者
が
多
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
関
連
し
て
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
自
由
主
義
者
は
、
隔
離
検
疫
制
を
自
由
貿
易
の
原
則
に
対
す
る
不
合
理
極
ま
り
な
い
侵
害
と
み
な

し
、
こ
の
制
度
の
根
絶
に
全
力
を
傾
け
た
と
の
指
摘
に
は
、
思
わ
ず
ひ
ざ
を
打
っ
た
。
一
九
世
紀
と
も
な
れ
ば
、
か
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
対

中
国
貿
易
の
独
占
権
も
廃
止
さ
れ
（
一
八
三
三
年
）、
一
八
五
八
年
に
は
東
イ
ン
ド
会
社
そ
の
も
の
も
解
散
し
、
二
五
〇
年
余
り
に
及
ぶ
歴

史
に
幕
を
お
ろ
し
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
の
背
景
に
は
自
由
貿
易
主
義
の
発
展
が
あ
っ
た
。
自
由
主
義
者
の
目
に
は
、
隔
離
検
疫
制
も
自

由
貿
易
を
阻
害
す
る
大
き
な
要
因
と
映
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
八
八
三
年
に
コ
レ
ラ
が
エ
ジ
プ
ト
に
襲
来
し
た
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
医
師
団
が
現
場
に
派
遣
さ
れ
、
わ
ず
か
数
週
間
の
う
ち
に

ロ
ベ
ル
ト
・
コ
ッ
ホ
は
コ
レ
ラ
の
病
原
菌
の
発
見
（
一
八
八
三
年
）
を
告
げ
た
。
最
終
的
に
は
、
感
染
説
に
軍
配
が
上
が
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
史
上
有
名
な
戦
争
に
お
い
て
も
、
疫
病
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
者
の
数
は
想
像
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
ク
リ
ミ

ア
戦
争
（
一
八
五
三
～
五
六
年
）
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
兵
は
、
赤
痢
に
よ
る
犠
牲
者
の
ほ
う
が
、
ロ
シ
ア
軍
の
銃
剣
に
倒
れ
た
戦
死
者
よ
り
も

一
〇
倍
も
多
か
っ
た
。
ボ
ー
ア
戦
争
（
一
八
九
九
～
一
九
〇
二
年
）
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
兵
の
病
死
者
は
、
敵
軍
の
軍
事
行
動
に
よ
る
死
者
の

五
倍
に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
、
普
仏
戦
争
（
一
八
七
〇
～
七
一
年
）
の
際
に
は
、
天
然
痘
の
た
め
約
二
万
人
の
フ
ラ
ン
ス
兵
が
戦
闘
不
能
に
陥

っ
た
の
に
対
し
て
、
敵
の
プ
ロ
イ
セ
ン
兵
は
予
防
接
種
を
お
こ
な
っ
て
い
た
お
陰
で
、
無
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

発
疹
チ
フ
ス
の
伝
播
に
際
し
て
シ
ラ
ミ
が
果
た
す
役
割
は
、
す
で
に
第
一
次
世
界
大
戦
前
に
つ
き
と
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
フ
ラ

ン
ス
兵
の
身
体
に
も
衣
服
に
も
シ
ラ
ミ
駆
除
用
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
一
九
一
四
～
一
八
年
の
間
、
北
フ
ラ
ン
ス
の
塹
壕
内
に
数
百
万
の
兵

員
を
集
結
さ
せ
る
と
い
う
未
曾
有
の
作
戦
を
遂
行
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
西
部
戦
線
に
お
い
て
、
発
疹
チ
フ
ス
が
く
い
と

め
ら
れ
た
意
義
は
大
き
い
。
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・
・
・
・
・
・
・
・･

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

い
わ
ゆ
る
新
大
陸
の
発
見
に
よ
っ
て
、
旧
大
陸
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
と
い
っ
た
収
量
の
多
い
作
物
を
得
た
。
な
か
で
も
、
や

せ
地
や
寒
冷
地
に
強
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
有
益
性
に
つ
い
て
は
、
多
言
を
要
し
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
大
陸
が
受
け
取
っ
た
の
は
、
天
然

痘
の
よ
う
な
病
原
菌
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ま
っ
た
く
の
不
等
価
交
換
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
家
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
Ｗ
・
ク
ロ
ス
ビ
ー

は
、
こ
う
し
た
不
等
価
交
換
と
そ
の
帰
結
を
「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
交
換
」（C

olum
bian E

xchange

）
と
呼
ん
だ
。

　

マ
ク
ニ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
新
大
陸
で
は
ま
ず
天
然
痘
が
到
来
し
て
猖
獗
を
極
め
、
総
人
口
の
三
分
の
一
が
失
わ
れ
た
。
次
に
、
は
し
か
が

出
現
し
、
一
五
三
〇
年
か
ら
翌
三
一
年
に
か
け
て
、
メ
キ
シ
コ
と
ペ
ル
ー
に
広
が
っ
た
。
疫
病
に
対
す
る
免
疫
を
も
た
な
か
っ
た
イ
ン
デ
ィ

オ
は
、
一
挙
に
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
明
と
の
遭
遇
は
、
他
方
で
病
原
菌
と
の
遭
遇
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
世
界
は
産
業
革
命
の
一
支
脈
と
も
い
え
る
交
通
革
命
に
よ
っ
て
一
体
化
が
進
む
。
具
体

的
に
は
汽
船
と
鉄
道
の
発
達
に
よ
っ
て
、
人
間
の
移
動
も
盛
ん
に
な
っ
た
。
移
民
の
歴
史
が
そ
れ
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
病
原
菌
の
地

理
的
移
動
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
容
易
に
な
っ
た
。
疫
病
の
伝
播
に
際
し
て
は
、
世
界
各
地
で
活
発
化
し
た
軍
事
的
活
動
も
大
き
く
関
係
し
て

い
た
。
こ
の
時
期
に
、
そ
れ
ま
で
エ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
あ
っ
た
ペ
ス
ト
や
コ
レ
ラ
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
化
し
、
地
球
全
体
を
覆
っ
た
の
は
決
し
て

偶
然
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

・
・
・
・
・
・
・
・･
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

著
者
の
マ
ク
ニ
ー
ル
は
疫
病
を
歴
史
形
成
の
単
な
る
一
要
因
と
み
な
す
の
で
は
な
く
、
世
界
史
の
重
要
な
決
定
要
因
と
み
な
す
。
だ
が
、

そ
れ
は
歴
史
の
矮
小
化
を
意
味
し
な
い
。
む
し
ろ
、
歴
史
を
見
る
眼
、
な
い
し
は
視
野
を
拡
げ
て
く
れ
る
。
す
で
に
「
病
の
文
化
史
」
で
は

古
典
と
な
っ
て
い
る
本
書
で
あ
る
が
、
壮
大
な
歴
史
観
な
い
し
は
文
明
観
を
ひ
め
た
書
物
で
あ
り
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
考

え
る
う
え
で
も
示
唆
に
富
む
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
所
以
で
も
あ
る
。

　

読
者
の
な
か
に
は
、
疫
病
が
及
ぼ
し
た
社
会
経
済
的
影
響
に
つ
い
て
、
物
足
り
な
さ
を
感
ず
る
む
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
実
際
の
と
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こ
ろ
、
黒
死
病
の
も
つ
社
会
経
済
史
的
な
諸
問
題
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
立
ち
入
っ
た
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
望
蜀

の
念
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
自
体
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
一
国
に
限
っ
て

み
て
も
、
黒
死
病
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
膨
大
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、
関
連
す
る
著
作
も
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
（
＊
）。

　

最
後
に
翻
訳
に
つ
い
て
。
訳
文
は
、
も
う
ひ
と
工
夫
あ
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
体

的
に
み
れ
ば
、
読
み
や
す
い
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
ニ
ッ
チ
ェ
」
に
つ
い
て
は
訳
出
が
難
し
か
っ
た
と

み
え
て
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
に
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
本
文
中
に
簡
単
な
訳
注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
原
語
は
そ
れ
ぞ
れpopulation

、

niche

で
あ
る
。
勿
論
、
訳
者
自
身
は
重
々
承
知
の
上
で
あ
ろ
う
が
、「
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
「
個
体
総
数
」、「
ニ
ッ
チ
ェ
」
は
「
生
態

的
位
置
」
と
い
っ
た
語
意
を
念
頭
に
置
き
、
文
脈
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
訳
語
を
工
夫
す
れ
ば
、
読
者
に
と
っ
て
は
よ
り
わ
か
り
や
す
い
も

の
に
な
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
蛇
足
な
が
ら
、niche

を
英
語
の
発
音
に
即
し
て
カ
タ
カ
ナ
表
記
す
る
と
す
れ
ば
、「
ニ
ッ
チ
ェ
」
で
は
な

く
、「
ニ
ッ
チ
」
も
し
く
は｢

ニ
ー
シ
ュ｣
で
あ
ろ
う
。

　

も
と
よ
り
、｢

横｣

の
も
の
を｢

縦｣

に
し
た
だ
け
で
は
、
翻
訳
に
は
な
ら
な
い
。
翻
訳
者
の
語
学
力
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
日
本
語
表

現
力
、
ひ
い
て
は
翻
訳
者
自
身
の
文
化
理
解
の
深
さ
が
問
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
翻
訳
の
難
し
さ
が
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
な
著
作
を
平
易
な
日
本
語
で
読
め
る
よ
う
に
し
て
く
れ
た
訳
者
の
労
を
多
と
し
た
い
。

（
＊
）
ご
た
ぶ
ん
に
も
れ
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
、
ペ
ス
ト
は
ド
ー
セ
ッ
ト
州
の
メ
ル
カ
ム
・
リ
ー
ジ
ス
や
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
、
ブ
リ
ス

ト
ル
と
い
っ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
部
の
海
港
都
市
か
ら
「
上
陸
」
し
た
。
こ
の
悪
疫
を
生
き
延
び
た
農
民
層
の
地
位
は
改
善
さ
れ
、
逆
に
労

賃
の
上
昇
、地
代
の
低
下
と
い
っ
た
状
況
下
で
封
建
領
主
層
は
財
政
的
な
困
窮
に
陥
っ
た
。
総
じ
て
言
え
ば
、黒
死
病
は
農
奴
制
の
衰
退
、ひ
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い
て
は
消
滅
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ペ
ス
ト
は
決
し
て
一
過
性
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
三
四
八
年
以
降
も
、
他
の
疫
病
と
と
も
に
約
一
世
紀
半
に
わ
た
っ
て
散
発
的
に
猛
威
を
振
る
い
、
経
済
の
停
滞
を

招
い
た
の
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
を
襲
っ
た
疫
病
は
腺
ペ
ス
ト
な
い
し
は
肺
ペ
ス
ト
で
は
な
く
、
炭
疽
症
（anthrax

）
で
は

な
い
か
、と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
以
上
の
諸
点
に
つ
い
て
、詳
し
く
は
次
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。John H

atcher,P
lague,P

opulation and 

the E
nglish E

conom
y 1348-1530,T

he E
conom

ic H
istory Society,L

ondon,1977; C
olin Platt,K

ing D
eath:The B

lack D
eath and Its 

A
fterm

ath in Late M
edieval E

ngland,U
niversity C

ollege Press, L
ondon 1996 ; D

avid H
erlihy,The B

lack D
eath and Transform

ation of 

the W
est, H

arvard U
niversity Press,1997;G

raham
 Tw

igg, The B
lack D

eath:A
 B

iological R
eappraisal,L

ondon,1984.

な
お
、黒
死
病
に

関
連
す
る
同
時
代
の
一
次
史
料
と
し
て
、G

.H
.M

artin ed.and tr.,K
nighton’s C

hronicle 1337-1396, C
larendon Press,O

xford,1995.

（
当

年
代
記
は
本
学
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
）。




